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全国
ぜんこく

学力
がくりょく

学習
がくしゅう

状況
じょうきょう

調査
ちょうさ

の「学力
がくりょく

調査
ちょうさ

」から 

「学力
がくりょく

調査
ちょうさ

」の結果
け っ か

から見
み

える本校
ほんこう

の子
こ

どもの学力
がくりょく

の定着
ていちゃく

状 況
じょうきょう

について掲載
けいさい

します。 

本校
ほんこう

の子
こ

どもたちの成果
せ い か

と課題
か だ い

 

本校
ほんこう

の児童
じ ど う

の結果
け っ か

は右
みぎ

のようでした。ちなみ

に、伊賀市
い が し

の小学校
しょうがっこう

に関
かん

しては、国語
こ く ご

も算数
さんすう

も

ともに「全国
ぜんこく

と比
くら

べてほぼ同
おな

じである」という結果
け っ か

でした。 

学校
がっこう

としては、全国
ぜんこく

学力
がくりょく

・学習
がくしゅう

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

で測
はか

っている「学力
がくりょく

」が、全
すべ

ての「学力
がくりょく

」を

網羅
も う ら

するものではないとは思
おも

っていますが、学力
がくりょく

の定着
ていちゃく

のために、子
こ

どもたちが、朝
あさ

の学習
がくしゅう

や授業
じゅぎょう

において、また、家庭
か て い

での学習
がくしゅう

において、繰
く

り返
かえ

し復習
ふくしゅう

を行
おこな

ってきたがんばりの成果
せ い か

が、数値
す う ち

として表
あらわ

れたことは、自信
じ し ん

としてほしいと思
おも

っています。また、「無解答率
むかいとうりつ

（解答
かいとう

を書
か

いていない割合
わりあい

）」が、ほぼ「０」であったことも自信
じ し ん

としてほしいと思
おも

っています。つまり、

子
こ

どもたちは、出題
しゅつだい

された問題
もんだい

に対
たい

して、自分
じ ぶ ん

なりに考
かんが

え、何
なん

らかの答
こた

えを書
か

いていたという

ことです。このことは、「学習
がくしゅう

に向
む

かおうとする意識
い し き

の高
たか

まり」であるととらえています。 

なお、「４月
がつ

30日
にち

②号
ごう

」では、一度
い ち ど

、本校
ほんこう

の子
こ

どもたちの正答率
せいとうりつ

があまりよくなかった問題
もんだい

に

ついて掲載
けいさい

していますので、再度
さ い ど

、お読
よ

みいただけるとありがたいです。 

【国語
こ く ご

】の成果
せ い か

と課題
か だ い

 

①漢字
か ん じ

の定着
ていちゃく

には課題
か だ い

が見
み

られます。 

最
もっと

も正答率
せいとうりつ

が低
ひく

かったのが、「きょうぎ」（協議
きょうぎ

・競技
きょうぎ

）という漢字
か ん じ

を書
か

く問題
もんだい

でした。「な

げる」も全国
ぜんこく

と比
くら

べて正答率
せいとうりつ

はかなり低
ひく

かったです。漢字
か ん じ

の定着
ていちゃく

が課題
か だ い

として明
あき

らかとなり

ました。 

②「文章
ぶんしょう

で答
こた

えを書
か

く」ことには成果
せ い か

が見
み

られますが、「文章
ぶんしょう

の構成
こうせい

をとらえながら読
よ

む」ことには課題
か だ い

が見
み

られます。 

今回
こんかい

、「記述式
きじゅつしき

（文章
ぶんしょう

で答
こた

えを書
か

く）」の問題
もんだい

の正答率
せいとうりつ

は、比較的
ひかくてき

よかったです。これま

で、「文章
ぶんしょう

で答
こた

えを書
か

く」ことに弱
よわ

さが見
み

られましたが、考
かんが

えや振
ふ

り返
かえ

りを書
か

いたり、くら

しの出
で

来事
き ご と

を書
か

いたりする機会
き か い

を大切
たいせつ

にしてきた成果
せ い か

が、少
すこ

しずつですが実
み

を結
むす

び初
はじ

めてきて

いるととらえています。ただ、４月
がつ

３０日
にち

②号にも載
の

せたように、「文章
ぶんしょう

の構成
こうせい

をとらえる」

ことができていないため、前
まえ

に書
か

いてある文章
ぶんしょう

と同
おな

じように書
か

けばよいことに気
き

づけていな

い子
こ

どもたちが多
おお

いです。「ここには、このお話
はなし

でテーマ
て ー ま

になっていることが書
か

かれている

な。」「ここには、例
れい

が書
か

いてあるな。」「ここにはまとめが書
か

いてあるな。」など、どんな内容
ないよう

が、どんな順
じゅん

で書
か

いてあるかをとらえさせていく学習
がくしゅう

が必要
ひつよう

であると考
かんが

えています。 

そうした「構成
こうせい

をとらえながら読
よ

む」ことができるようになってくると、今回
こんかい

、正答
せいとう

率
りつ

の低
ひく

か

った、問題
もんだい

１一
いち

「どんな順
じゅん

で話
はなし

を整理
せ い り

しているか」、問題
もんだい

１二
に

（２）「考
かんが

えが伝
つた

わるように

どんな工夫
く ふ う

をして書
か

いているか」、問題
もんだい

２二
に

「事実
じ じ つ

と感想
かんそう

、意見
い け ん

を区別
く べ つ

して書
か

く」、問
もん

題
だい

３二
に

（１）「登場
とうじょう

人物
じんぶつ

が迷
まよ

っていることはどの段落
だんらく

に書
か

いてあるか」といった問題
もんだい

にも答
こた

えること

ができるようになります。 

【算数
さんすう

】の成果
せ い か

と課題
か だ い

 

①問題
もんだい

が長
なが

くても解
と

こうという意識
い し き

が、学習
がくしゅう

内容
ないよう

の定着
ていちゃく

につながっています。 

  問題
もんだい

５のように、問題
もんだい

が何
なん

ページ
ぺ ー じ

にも渡
わた

って書
か

かれている問題
もんだい

では、それだけで考
かんが

えるこ

とをやめてしまう子
こ

どもたちが多
おお

くいます。しかし、本校
ほんこう

の子
こ

どもたちは、問題
もんだい

５にも、全員
ぜんいん

が全
すべ

ての問題
もんだい

に答
こた

えており、「無解答率
むかいとうりつ

は０」でした。問題
もんだい

５三
さん

の「記述式
きじゅつしき

」の問題
もんだい

の正答率
せいとうりつ

はよくなかったものの、他
ほか

の問題
もんだい

は、ほぼ全国
ぜんこく

平均
へいきん

の正答率
せいとうりつ

でした。このことから、何
なん

らかの

答
こた

えを書
か

こうという意識
い し き

が、学習
がくしゅう

内容
ないよう

の定着
ていちゃく

につながっていると言
い

えると考
かんが

えています。 

②2つの事象
じしょう

の関係
かんけい

をとらえることに課題
か だ い

が見
み

られます。 

今回
こんかい

、最
もっと

も正答率
せいとうりつ

が低
ひく

かったのが、直径
ちょっけい

22cmのボール
ぼ ー る

が   

ぴったり入
はい

る立方体
りっぽうたい

の体積
たいせき

を求
もと

める問題
もんだい

でした。この問題
もんだい

を解
と

  

くには、次
つぎ

の2つのことが必要
ひつよう

です。 

①ボールの直径
ちょっけい

が立方体
りっぽうたい

の1辺
へん

の長
なが

さと同
おな

じであることがわかる。 

②直方体
ちょくほうたい

や立方体
りっぽうたい

の体積
たいせき

は、「縦
たて

×横
よこ

×高
たか

さ」で求
もと

められることが理解
り か い

できている。 

この問題
もんだい

には「22cm」という数値
す う ち

が示
しめ

されているため、全員
ぜんいん

が「22」という数値
す う ち

を使
つか

っ

て計算
けいさん

はしていましたが、①の「直径
ちょっけい

と1辺
へん

の長
なが

さの関係
かんけい

」を理解
り か い

していたかというと疑問
ぎ も ん

が

残
のこ

る子
こ

どもたちがたくさんいます。そのため、立方体
りっぽうたい

の体積
たいせき

をたずねられているのに、「ボー
ぼ ー

ル
る

→丸
まる

・円
えん

→円周率
えんしゅうりつ

3.14」と考
かんが

え、計
けい

算式
さんしき

に3.14を使
つか

っている子
こ

どもが何人
なんにん

もいました。

また、「22×22」と計算
けいさん

をしている子
こ

どもも多
おお

くいました。こうした子
こ

どもたちは、「体積
たいせき

と

面積
めんせき

を勘違
かんちが

いした」というよりは、計算
けいさん

をしているだけで、「式
しき

と図形
ず け い

や立体
りったい

の関係
かんけい

」を結
むす

び

つけて考
かんが

える習慣
しゅうかん

が身
み

についていないことが考
かんが

えられます。今回
こんかい

で言
い

えば、「式
しき

で使
つか

ってい

る『22』という数
かず

が、立体
りったい

のどこの長
なが

さを表
あらわ

しているかまで考
かんが

えていない」ということで

す。算数
さんすう

では、「図
ず

や表
ひょう

などと、式
しき

と言葉
こ と ば

を結
むす

びつけて理解
り か い

させることが必要
ひつよう

」と言
い

われます。

授業
じゅぎょう

では、それらを関連
かんれん

させ、仕組
し く

みについて理解
り か い

させる指導
し ど う

を大切
たいせつ

にしていきます。 

③仕組
し く

みを理解
り か い

できると、「できる」から「わかる」になります。 

  算数
さんすう

で取
と

り扱
あつか

う数
すう

は、「1枚
まい

、１ｍ、１kg」といったような  

たし算
ざん

やひき算
ざん

ができる数
すう

だけでなく、「速
はや

さ」や「割合
わりあい

」のよ 

うにたし算
ざん

やひき算
ざん

ができない数
すう

も学習
がくしゅう

します。今回
こんかい

、問題
もんだい

に 

出
だ

された「速
はや

さ」は、後者
こうしゃ

にあたります。しかし、その違
ちが

いが 

理解
り か い

できていないために、右上
みぎうえ

の問題
もんだい

では、「分速
ふんそく

200mと 

分速
ふんそく

200mをたして分速
ふんそく

400m」と答
こた

えていた子
こ

どもが多
おお

くい 

ました。また、右下
みぎした

の問題
もんだい

では、家
いえ

から学校
がっこう

までは、ともに 

1200mであるにも関
かか

わらず、「曲
ま

がっている方
ほう

が、時間
じ か ん

がかか 

りそう」と考
かんが

えたのか、「かなたさんの方
ほう

が、時間
じ か ん

がかかる」 

と考
かんが

えていた子
こ

どもたちがたくさんいました。この問題
もんだい

が、「分速
ふんそく

何
なん

ｍですか」という問題
もんだい

で 

あれば、計算
けいさん

をして答
こた

えを求
もと

めることができた子
こ

どもは多
おお

かったのではないかと思
おも

われます。 

では、何
なに

が足
た

らないのかというと、「速
はや

さは、距離
き ょ り

と時間
じ か ん

で決
き

まる」ということまでを理解
り か い

し 

ていないということです。「計算
けいさん

ができる」と「わかる」は違
ちが

います。②と同様
どうよう

、学校
がっこう

では、

まずは仕組
し く

みをとらえさせ、その後
ご

、学習
がくしゅう

内容
ないよう

の定着
ていちゃく

を図
はか

る学習
がくしゅう

を進
すす

めていきます。 

壬
み

生野
ぶ の

小
しょう

だより 

国語
こ く ご

 全国
ぜんこく

と比
くら

べて下回
したまわ

っている。 

算数
さんすう

 全国
ぜんこく

と比
くら

べてほぼ同
おな

じである。 


